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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Many　studies　have　examined　teaching　skills　with　ICT（MEX工2007）．　Thus，　it　suggests　that　a　particular　media

education　may　offer　a　powerfU1　new　tool　for　teaching　skills　With　ICT．　The　purpose　of　this　study　was　to　research　effrects

ofmedia　education　fbr　in－service　teachers．19in－service　teachers　leamed　three　kinds　of　media　education：media　history，

media　language　ofadvertising　and　analysis　of　news．　They　completed　a　questio皿aire　about　ICT　teaching　sk川s．　A　paircd

t－test　fbund　significant　diffrerences　in　the　mean　of　six　sk川s　between　pre－test　and　post－test．　There　is　po　difference　in　thc

mean　of　five　skills．　These　findings　generally　show　that　teacher　learns　a　kind　of　media　education　and　increase　teaching

sk川s　with　ICT，　The　failure　to　obtain　a　significant　efflect　in　all　of　teaching　skills　with　ICT　may　be、attributed，　in　part，　to

the　fact　that　teacher　had　answered　nine　times　the　questionnairc　and　the　scale　may　have　been　too　eas）r，　producing　a　ceiling

e脆ct．　One　question　worthy　of　future　research　is　that　those　skills　relate　to　student’s　performance：mathematics　and

reading　sk川s．
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1．はじめに

　本研究は，現職教員が教員免許更新講習会において，

メディア・リテラシーを学習することによる，教員のICT

活用指導力（文部科学省，2∞7a）1）の変化を明らかにし

たものである．そこで，この教員のICT活用指導力につ

いて，現状，研修とその開発，これまでの研究を検討す

る．

1．1　教員のICT活用指導力

1．1．1　教員のICT活用指導力の現状

文部科学省は，2005年の「IT新改革戦略」に基づき，

教員のICT活用指導力の基準の具体化を図り，到達目標

を明確にするため，2∞6年10月に設置した「教貝のICT

活用指導力の基準の具体化・明確化に関する検討会」で，

教員のICT活用指導力のチェックリストを策定した。こ

・のチェックリストは，児童生徒の学習内容や学習形態に

応じて，小学校版と中学校・高等学校版の2種類が策定

され，「授業中にICTを活用して指導する能力」や「情報

モラルなどを指導する能力」等の5つの大項目と，18の

チェック項目から構成されている1）。

　この教員のICT活用指導力の実態では，2015年3月の

調査で，A：教材研究・指導の準備・評価などにICTを

活用する能九がようやく80％を超えたものの，C：児
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童のICT活用を指導する能力が65．2％と最も低い2）（表1）

（文部科学省，2015）。

　この現状に関して，渡邉ら（2014）は，142名の小学

校教員を対象にして，基本的な操作の指導に関する実態

調査を行った。その結果機運的な操作を指導できてい

ると考える教員は32．4％に留まること，指導できていな

いと考える教員は，自分の操作への自信のなさや，どの

程度の操作を指導すればいいのかわならないことなどに

課題意識があること，教職経験年数とICTの基本的な指

導には正の相関があるものの，教師自身の操作への自信

については，機器により正または負の相関があることな

どを明らかにした3）。

表1　教員のICT活用指導力の推移（％）

A：教材研究・指導の準備・評価などにICT

　を活用する能力

B：授業中にICTを活用して指導する能力

C：児童のICT活用を指導する能力

D：情報モラルなどを指導する能力

E：校務にICTを活用する能力

2007　2015

69．4　82．1

52．6

56．3

62．7

61．8

69．4

65．2

77．7

7＆2

調査は3月に実施された．（文部科学省，2007b4），20152）より）

1．1．2　教員のICT活用指導力の研修とその開発

　文部科学省（2007a）は，教員のICT活用指導力の

チェックリストを発表すると同時に，ICT活用指導力の

向上を期した研修モデルプログラム例を掲載した1）。こ

れは，小・中・高等学校教員のうち，ICTを活用した授

業の経験が少ない者を対象とした4時間程度のプログラ

ムである。この研修は，話し合い中心で模擬授業はある

ものの，その効果についての評価は明らかでない。

　そこで，教員のICT活用指導力を向上させるために，

文部科学省（2010）は，教員のICT活用指導力チェック

リストを積極的に活用しながら，情報化推進委員会（情

報部会）において研修ロードマップを作成して，ねらい

を明確にした研修を計画的に実施する必要があるとした

5）。さらに効果的な研修として，自己研修，校内研修，

集合研修をあげ，集合研修は，教育委員会・教育セン

ター等が実施する研修とされている。また，実践事例，

模擬授業の企画発表評価を行うこととしており，その参

考として本多（2009）と清水ら（2010）が開発した「教

員轍b総合システム㎜」を紹介している6）7）。

　実際の研修においては，早くは園屋（2∞7）がICT活

用指導力のチェックリストを活用して，公開講座「授業

に活かすコンピュータとインターネット」で研修を行い，

指導力を向上させている8）。

　また，「授業中にICTを活用して指導する能力」を向上

　させるための校内研修として，皆川ら（2009）は，模擬

　授業・研究授業・ワークショップ型事後検討会の3つの

　活動を組み合わせた校内研修プログラムを開発して，研

　修を実施し評価を行い，有効性を確認している9）。さら

　に，宮崎ら（2008）も，イメージ把握演習，振り返り・

’共有の3つのフェーズで構成されたICT活用の校内研修

　を設計して，研修スライド，研修スライド解説ワーク

　シート，研修計画表からなる校内研修パッケージを開発

　した10）。

　　一方，山本ら（2008）は，’初任者教貝のICT活用指導

．力を高める研修要件に関する検討を行っている11）。

　　さらに，宮原ら（2008）の一連の研修の取り組みでは，

　最初に研修カリキュラムの開発に取り組み12），米田ら

　（2008）は，このカリキュラムに即した研修の実施に取り

　組み13），伊藤ら（2009）も研修を進める過程で講師や受

　講者自身が達成状況を確認していくための形成的な評価

　方法を開発し14），さらに原ら（2∞9）がカリキュラムと

　テキストの開発，Webシステムの開発を行い15），続いて

　伊藤と加藤（2011）が，研修パッケージの開発と，それ

　を支援する形成的な評価を根底にした，研修支援システ

　ムを開発した16）。

　　袴田と南部（2013）が教師のICT活用指導力を向上さ

せるための教員研修プログラムの開発として，協働と省

察を取り入れたワークショップ型校内研修プログラムを

開発した17）。さらに溝口たち（2013）は集合研修とフォ

ローアップ研修の評価を行った18）。

　地域の取り組みとして，小清水ら（2009）は，離島の

教員を対象としたICT活用指導力の向上を目指す教只研

修において，他者との共同を設計要件に加えた研修を

実施し，その評価を行い，ICT活用の意義に対する理解

や，ICT活用に対する意欲の高まりが見られた19）。さら

に島根県教育センター研究・情報スタッフ（2010，2011，

2012）が，授業におけるICTの効果的な活用をめざして

研究を行い，ICT校内研修パックの作成を行っている20）

21）22）。

　初期の研修の評価について，宮崎ら（2007）は，政令

指定都市で行われている教育の情報化に関する研修の実

態調査を行った。その結果，教貝のICT活用指導力の向

上には直接寄与しない機器やソフトウエアの操作習得の

研修回数が過半数を占め，また，政令指定都市ごとの研

修回数や内容にも差があった。さらに，研修回数の多少

と全国調査の平均得点の高低がほぼ一致したことを示し

たes）。

　したがって，単なる機器の操作ではない研修が必要と

されるなか，ICT活用指導力が活かせるであろうメディ

ア・リテラシー学習と関連させた研修の可能性がある。
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　1．1．3　教員のICT活用指導力に関するこれまで

　　　　　　の研究

　　清水ら（2008）は，ICT活用指導力の基準のチェック

項目について，2031名の教員に自己評価してもらい，因

子分析をした。その結果，（1）授業でのICT活用，（2）

情報モラルの指導，（3）準備・校務等でのICT活用，（4）

児童生徒のICT活用支援の4つの因子を得た24）。

　　また，藤谷ら（2008）は，小中学校（小学校8校・中

学校2校）教員のICT機i器活用実践・ICT活用指導力に

関する意識調査を行ったas）。

　堀田と木原（2∞8）は，ICT活用が学力に及ぼす効果

についても検討され，学術的にも立証され，学力向上を

目指したICT活用に関する実践もさまざまに行われてき

たものの，ICT環境の整備や教貝のICT活用指導力の現

状には，まだ多くの課題があるとし，我が国における学

力向上を目指したICT活用の歴史的経緯や実践の現状に

ついて整理し，今後の課題について検討している26）。

　堀田ら（2007）は，「教員のICT活用指導力チェック

リスト」による実態把握を行い，その後，堀田ら（2009）

は，ICT活用頻度の低い教員のICT活用を促すことを目

的とし，ヒアリングをもとに開発したリーフレットに対し，

558名の教nからの評価を得て，ICT活用頻度の低い教

貝のICT活用を促すことを示したo「）。

　高橋ら（2010）は，2008年3月公示の小・中学校の学

習指導要領における情報化に関する記述を，教員のICT

活用指導力のチェックリストに悲づき分類した。その結

果小学校では体育と家庭科を除いて，中学校では特別

活動を除いて，すべての教科等において情報化に関する

記述がみられ，小中学校とも，特に教貝が授業中にICT

を活用して指導することが求められており，中学校にお

いてはさらに生徒によるICT活用を指導することも求め

られていることが示されたas）。

　また小西（2012）は，特別支i援学校における教．rlの

ICT活用指導能力が低迷気味である現状を改善するため

に，「系統的に開発した自主教材ソフトによる個別課題ア

プローチ表』（DVD）を開発し，現場教員のICT活用指

導力を向上させた29）。

　海外での教貝のICT活用指導力とも比較されている。

高橋ら（2010a）は英国の小学校で算数と国語でICT活

用に関する授業観察の調査を行い，10コマの授業で5．5

コマ使われ，1コマあたり平均28．3分で一斉指導で多く

使われ，さらにコンテンッの拡大提示が多いことを観察

した30）。続いて高橋ら（2011b）は，英国での小学校で

同じ科目でのICT活用の目的・頻度・タイミングに関す

る事例調査を行った31）。また小柳（2009）は，ドイッに

おける教師のICT活用指導力育成の取組みに関して調べ

　て，日本におけるICT活用指導力育成の将来の取り組の

参考になるとした32）。

　　小林と新地（2011）は，教職大学院の授業でのICT活

用指導力向上に向けて，自作のデジタルコンテンツを用

いた模擬授業を実施した。その事後指導における調査か

　ら，ストレート大学院生と現職大学院生の指導力に差を

生じさせる要因を分析し，ICTを活用した授業力向上に

向けた指導の在り方を追究したSS）。

　伊藤と新藤（2010）は，教員のICT活用指導力チェッ

クリストの各項目を現職教員はどのようにとらえている

かを調べるため，各チェック項目について，「効果の認

識」，「実践の意思」，「過去の経験」の3観点から尋ねた。

その結飛一般的なICT活用に関する経験は豊富だが，

授業でのICT活用や情報モラルについては，その有用性

を認識しているにも拘わらず，実践の意思や経験は乏し

いことが見出された卸。

　また，教科教育においてもICT活用指揖力の向上の

試みが行われており，青木（2012）は体育学習における

ICT活用指導力の向上を日指し部），柴田と吉田（2011）

はICT活用指揖力と理科教育で考えた36）。

　さらに，北澤ら（2014）は，教貝養成段階から教nの

ICT活用指導力を向上させるためのカリキュラムを考え

るための基礎的な研究を行った。小学校教貝養成課程の

大学生と小学校の現職教員を対象に，教貝のICT活用指

導力のチェックリストを実施して，得られた結果につい

てU検定を用いて両者の差異を分析した。その結果，大

学生は，1）ICTを活用して児潰の作品などを管理して集

計する能力，2）児童の興味・関心を高めたりするため

にICTを活用する能力，3）児童にルールやマナーを守っ

て，情報を集めたり発信したりできるように指導する能

力，4）校務にICTを活用する能力について，現職教n

よりも有意に低い認識であることを明らかにした。この

ことから，教員養成段階において，これらの能力に対す

る認識を向上させるようなカリキュラムを実施する爪要

性を示唆した37）。

　最近の問題として，教貝のICT活用指導力が児童生徒

の学力の向上と関連するかという問題がある。西村と米

盛（2013）は，文部科学省の「学校教育情報化推進総合

プラン」で「確かな学力」の向上を図るには，授業にお

いてICTを効果的に活用することは不可欠であるとして

いることを検証するために，文科省が実施している，各

県の教員のICT活用指導力と全国学力テストとの相関分

析を行った。平成24年度の全国学力テストのベスト3は

秋田県，福井県，石川県であり，沖縄県は最下位である。

しかし沖縄県の教員のICT活用指導力はトップレベルで

ある。そこで，県ごとの学力テストの点数とICT活用指
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導力の相関係数はO．OOO7と極めて低い値であり，相関関

係がほとんどないことを明らかにした。その理由として，

教員のICT活用指導力のチェクリストは，教員個人の主

観的な判断であり，客観性に欠けることが原因であると

した38）。

　さらにOECD（2015）の調査では，学校でのICT利用

量と学力との関係はマイナスの相関があり，それぞれ数

学とは一〇．45の，読解力では一〇．51であることを示してい

る。そして，ICT利用がOECDの平均よりも多い国の児

童生徒ほど，PISAの数学と読解力が低かった39）。ただ

しこれは曲線相関であり，ICT利用が非常に低い国の児

童生徒のPISAの数学と読解力は低くなっている。日本

の場合は，ICT利用がOECD平均よりも少し低いために，

PISAの数学と読解力が最大値を示しているところに該

当するので，現状が最も学力のためには最適である。し

かし，教室でタブレット端末でデジタル教科書を使いな

がら授業をすることをなんの手当もせずに促進すると，

PISAの数学と読解力は低くなることが想定される。

表2　講習プログラム

2．メディア・リテラシー学習による教員の

　　　　　lCT活用指導力の影響

　メディア・リテラシーは教科教育を超えたところにあ

り，教員のICT活用指導力を高める要因がこの定義にす

でに含まれている。Center　fbr　Media　Literacy（2013）は，

「メディア・リテラシーは教育への21世紀の試みである。

これは，印刷物からインターネットへのビデオまで様々

な形態で，メッセージにアクセスして，分析して，評価

して，創り，共有するための枠組みを提供する。メディ

ア・リテラシーは，要求と自己表現の基本的スキルが民

主主義の市民にとって必要であるように，社会において

メディアの役割を理解することを構築する。」としている

40）。この「メッセージにアクセスして，分析して，評価

して，創り，共有する」ことは，教員のICT活用指導力

であると考えられるので，メディア・リテラシー学習に

より教員のICT活用指導力は高まると考えられる。

2．1　メディア・リテラシー学習の講習

　教員免許講習会の選択講習を2015年8月4日に実施

した。参加者は現職の教師19名であり，校種は小学校8

名，中学校5名，中等学校2名，高等学校4名であった。

そして5名ないし4名ずつの4グループで学習した。教

室は，一般講義教室で，プロジェクターが設置されてい

る。

　講習のプログラムは次のものであった（表2）。

1．オリエンテーション　　　　　　　　9：00－9：10

2．メディア・リテラシーについて　　　　　　9：10－10：00

3．私たちとメディア　　　　　　　　　10：10－11：30

　　　ワークショップ：私たちのメディア史

4．メディア分析入門　　　　　　　　　12：30－’14：00

　　　メディア分析とは／映像分析の方法

　　　ワークショップ：テレビコマーシャルで
　　　学ぶ「映像言語」

5．メディアが構成する「現実」　　　　14：10－15：50

　　　メディアが「現実」を構成する

　　　ワークショップ：テレビのニュース番組分析

6．まとめ　　　　　　　　　　　　　16：00　一　16：10

試験　　　　　　　　　　　　　　　　16：10－16：40

事務連絡等　　　　　　　　　　　　　16：40－16：50

終了　　　　　　　　　　　　　　　16：50

　「2．メディア・リテラシーについて」では，ユネスコ

が発表した「教師のためのメディア情報リテラシーカリ

キュラム（Media　and　lnformation　Literacy　Cuniculum　for

Teachers）」（Wilson　et　aL，2011）41）について説明した。こ

のカリキュラムを用いて，メディア・リテラシーは「メ

ディアの機能を理解し，それらの機能がどのように発揮

されているのかを評価する」として説明し，さらにこの

カリキュラムであげられているメディア・リテラシーの

要素として，民主主義社会におけるメディアの機能と役

割を理解する，メディアがその機能を十分に発揮するた

めの状況を理解する，メディアの機能に照らしてメディ

アの内容をクリティカルに評価する，自己表現と民主主

義社会への参加のためにメディアと関わる，利用者が生

み出すコンテンツを提供するために必要なスキル（ICTs

を含む）を振り返る，について説明した。

　次に，「3．私たちとメディア，ワークショップ：私た

ちのメディア史」では，最初に「私のメディア史」の記

入シートに各自が記入した。これは，乳幼児期，小学校

低学年，小学校高学年，中学時代，高校時代のそれぞれ

の年代にどのメディア（メディアの種類や作品名，キャ

ラクターグッズなど具体的に）と，どのように関わって

きたか（接触態度，家族・友だち関係，当時の流行や自

分が受けた影響，意識など）を記載させたものである。

　これをもとにして，グループで新たに「私たちのメディ

ア史」記入シートを用いて話し合いをおこなった。先述

の各年代でどのようなメディアとどのように関わってき

たかを共有するとともに，各年代の時代背景（大きな事

件やイベント，流行，社会情勢など）の欄に記載するも

のとした。

　その上で，ここにまとめた「私たちのメディア史」か
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ら何が言えるか，次の3つの問いをもとに考えさせた。

（1）性別や年齢，出身地生活環境（家庭，学校など）

でメディア接触やメディアに対する意識に類似点，相違

点があるのか。また，なぜそのような類似点，相違点が

出てくるのか，（2）メディアは私たちと家族，友人との

関係にどんな役割をはたしてきたのか，（3）メディアは

私たちと社会との関係にどんな役割を果たしてきたのか，

である。これらについてグループで話し合い，グループ

ごとに発表した。

　「4．メディア分析入門，メディア分析とは／映像分析

の方法，ワークショップ：テレビコマーシャルで学ぶ『映

像言語』」では，質問シートを配布した。ここでは，グ

ループ活動の問いを通して，（1）CMで使われている6

点の映像技法に注目して分析することと，そケした技法

が使われるのはなぜかと考えることを求めた。その映像

技法とは，①CMのショット数②どのような編集・映

像処理がなされているか，③どのようなカメラワークが

使われているか，④画面の色調はどうなっているか，⑤

テロップやロゴなどは使われているか，⑥アニメやCG

は使われてv）る坑である。さらに（2）CMで使わ2tて

いる音声技法と全体の構成を5点の技法に注日して分析

させ，そうした技法が使われるのはなぜかを考えさせた。

その技法は，①BGMやCMソングは使われているか，②

ナレーションは使われているか，③全体の状況はどう設

定されているか，④全体のテンポはどうなっているか，

⑤ジョルトはいくつあるか，である。

　分析対象となる映像は，ダイハッのタントという車の

CMであり，これを授業者が数回プロジェクターで提示

し，受講生は質問シートに話し合いながら記入し，その

結果をグループごとに発表した。

　「5．メディアが構成する『現実』，メディアが『現実』

を構成する，ワークショップ：テレビのニュース番組分

析」では，2015年1月12日に放送された成人の日の報道

について．日本テレビ系のニュース『ncws　cvcry』（テク

スト1）とNHK『ニュースウォッチ9』（テクスト2）を

それぞれ分析シートを利用して分析した。このシートは，

あらかじめ場面ごとに区切られており，そこに，映像と

音声を場面ごとに細かく記入するものである。受講生の

負担を軽減するために，音声の部分は授業者があらか

じめ記入した。受講生は，この分析シートを用いて，授

業者がプロジェクターで投影した映像を数回見て分析を

行った。

　さらに，質問シートとして「メディアは『現実』を構

成する」，を配布した。これは，グループ活動を通して，

（1）テクスト1はどのように構成されているか，登場す

る人物や物の選択，その順序などから全体的な構成を分

析し，（2）テクスト2はどのように構成されているか，

（3）テクスト1と2を比較し，類似点，相違点にどのよ

うなものがあるか，（4）2つのテクストのいずれでもと

りあげられていない情報があるか，に答えるものである。

この質問シートによるグループ活動の成果をグループご

とに発表した。

2．2　1CT活用指導力の測定

　文部科学省（2007d）の教貝のICT活用指導力のチェッ

クリストの小学校版と中学・高等学校版42）を用意して，

教貝が勤務する学校種に応じて回答させた。1回目は，

「1．・オリエンテーション」で回答させ，2回目は「6．ま

とめ」で回答させた。

3．結　果

3．1　1CT活用指導力の変化

　19名のICT活用指導力の変化を分析対象とした。学習

の前後で平均値の差が有意あるいは有意傾向になった項

目は，「A：教材研究・指媒の準備・評価などにICTを

活用する能力」ではなかった。

　「B：授業中にICTを活用して指導する能力」では，

B－2「児童一人一人に課題を明確につかませるために，

コンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果

的に提示する」が有意傾向（両側検定：t（18）＝2．19，

p＜．10）であった。

　「C：児童のICT活用を指導する能力」では，　C－1「児

童がコンピュータやインターネットなどを活用して，情

報を収集したり選択したりできるように指導する」が有

意（両側検定：t（18）＝1．73，p〈．05）であった。

　「D：情報モラルなどを指導する能力」では，D・1「児

童が発信する情報や情報社会での行動に責任を持ち，相

手のことを考えた情報のやりとりができるように指導す

る」（両側検定：t（19）＝2．gg，　pく01），　D－2「児童が情報

社会の一員としてルールやマナーを守って，情報を集め

たり発信したりできるように指導する」（両側検定：t（19）

ニ2．19，pく05）が有意であり，　D－3「児童がインターネッ

トなどを利用する際に，情報の正しさや安全性などを理

解し，健康面に気をつけて活用できるように指導する」

（両側検定：t（19）＝　1．71，pく10），　D－4「児童がパスワー

ドや自他の情報の大切さなど，情報セキュリティの基本

的な知識を身につけることができるように指導する」（両

側検定：t（19）＝1．84，〆．10）が有意傾向であった。

　「E：校務にICTを活用する能力」では，有意の項目

はなかった（表3）。

　指導力が変化したのは18項目中6項目であった。2013
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表3教員のICT活用指導力のチェックリストの平均値

学　習

A　　教材研究・指導の準備・評価などにICTを活用する能力

A－1　教育効果をあげるには，どの場面にどのようにしてコンピュータやインターネットなどを

　　　利用すればよいかを計画する．

A－2　授業で使う教材や資料などを集めるために，インターネットやCD－ROMなどを活用する．

A－3　授業に必要なプリントや提示資料を作成するために，ワープロソフトやプレゼンテーション

　　　ソフトなどを活用する．

A－4　評価を充実させるために，コンピュータやデジタルカメラなどを活用して児童の作品・．

　　　学習状況・成績などを管理し集計する

B　　授業中にICTを活用して指導する能力

B－1　学習に対する児童の興味・関心を高めるために，コンピュータや提示装置などを活用して

　　　資料などを効果的に提示する．

B－2　児童一人一人に課題を明確につかませるために，コンピュータや提示装置などを活用して

　　　資料などを効果的に提示する．

B－3　わかりやすく説明したり，児童の思考や理解を深めたりするために，コンピュータや提示装置

　　　などを活用して資料などを効果的に提示する．

B－4　学習内容をまとめる際に児童の知識の定着を図るために，コンピュータや提示装置などを

　　　活用して資料などをわかりやすく提示する．

C　　児童のICT活用を指導する能力

C－1　児童がコンピュータやインターネットなどを活用して，情報を収集したり選択したりできる

　　　ように指導する．

C－2　児童が自分の考えをワープロソフトで文章にまとめたり，調べたことを表計算ソフトで

　　　表や図などにまとめたりすることを指導する．

C－3・児童がコンピュータやプレゼンテーションソフトなどを活用して，わかりやすく発表したり

　　　表現したりできるように指導する．

C－4　児童が学習用ソフトやインターネットなどを活用して，繰り返し学習したり練習したりして，

　　　知識の定着や技能の習熟を図れるように指導する．

D　　情報モラルなどを指導する能力

D－1　児童が発信する情報や情報社会での行動に責任を持ち，相手のことを考えた情報のやりとりが

　　　できるように指導する．

D－2　児童が情報社会の一一fiとしてルールやマナーを守って，情報を集めたり発信したりできるよう

　　　に指導する．

D－3　児童がインターネットなどを利用する際に，情報の正しさや安全性などを理解し，健康面に

　　　気をつけて活用できるように指導する．

D－4　児童がパスワードや自他の情報の大切さなど，情報セキュリティの基本的な知識を身につける

　　　ことができるように指導する．

E　　校務にICTを活用する能力

E－1　校務分掌や学級経営に必要な情報をインターネットなどで集めて，ワープロソフトや

　　　表計算ソフトなどを活用して文書や資料などを作成する．

E－2　教員間，保護者・地域の連携協力を密にするため，インターネットや校内ネットワークなどを

　　　活用して，必要な情報の交換・共有化を図る．

前

3．00

0．75

3．63

050

3．74

045

3．11

0．94

3．11

0．89

3．00

0．89

3．00

082

2．84

0．83

2．95

0．62

2．95

0．91

2．84

0，ss

2．63

096

2．84

0．76

2．84

0，72

2．95

0．78

2．84

08ヲ

3．58

077

3．05

0．91

後

3．16

059

3．63

0．50

3．74

045

3．21

0．92

3．16

0膓り

3．16＋

096

3．11

089

2．89

089

3．16＊

060

2．95

0．91

2．95

0．78

2．68

0．95

3．16＊＊

069

3．05＊

0．78

3．16＋

o．76

3．00＋

0．82

3．58

077

3．05

0．91

受講者は自分の校種にあわせて小学校版か中学・高等学校版を選択して回答した．

N　・19，数値は，4段階の尺度（4．わりにできる，3．ややできる，2．あまりできない，

＋：Pt．10，＊￥p×．05，＊＊：p〈．Ol（両側検定一t検定），項目は文部科学省（2007d）42）より

1．ほとんどできない）の平均点，斜体は標準偏差，
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年に行った本研究（和田・田島，2014）43）とほぼ同じ内

容の実践では34名の教師が学習を行い，学習前後の平

均値の差は12項目が有意あるいは有意傾向であった。

　今回の実践で測定した教員のICT活用指導力には2つ

の特徴があり，最大の尺度が存在しないことと，9回実

施されていることである。

　最大の尺度が存在しないことでは，項目の尺度が4段

階であり，それは，4．わりにできる，3．ややできる，

2．あまりできない，1．ほとんどできない，となってい

る。しかし一般的な尺度では，完全にできる，あるいは，

とてもよくできる，という文言が最も高い能力の点とな

ることが普通である。したがって，この尺度は早く「わ

りにできる」に到達するための尺度と考えられる。そこ

で，「わりにできる」以上の能力は測定できないものであ

る。

　また教貝のICT活用指導力は，2007年から2015年まで

に，同じ質問が9回繰り返されている。文部科学省の指

示により，毎年教育委員会を通じて校内の全教員が回答

を行い，それを9回繰り返すことにより，質問が過度の

信頼性を得たために，何回測定しても同じ数値を示すよ

うになる可能性がある。

　このICT活用指導力の項目は近いうちに改訂されると

いうことであるので，こうした問題が解消される可能性

がある。

3．2　メディア・リテラシー学習内容への興味

　19名の学習者について，講習後に，私たちのメディア

史，テレビコマーシャルの映像言語，ニュース番組分析

の3つの講習内容への興味について5点尺度（5．非常に

興味が持てた，4．やや興味が持てた，3．どちらでもな

い，2．あまり興味は持てなかった，1．全く興味が持て

なかった）で測定した。この3つの内容への興味の平均

値の差が布意傾向のために，内容ごとの比較は行われず，

教只のICT活用指導力との関連を分析することはできな

かった。

　　　　　　　表4　講習内容への興味

　また，受講後のレポートで，特に印象に残った学習と

して記載されたもののうち，テレビコマーシャルの映像

言語は6名で，ニュース番組分析は2名であった。テレ

ビコマーシャルはわずか15秒と短いが，その映像が印象

深くなるように計算されて作成されていることから，メ

ディア・リテラシーの学習としては依然有効であると考

えられる。

3．3　メディア・リテラシーを児童生徒に教える態

度

　講習後のショートレポートで，学習したことと子ども

や生徒に教えることとの関連性について記載したものが

14名であった。その中で，6名は具体的な指導方法を記

’載していた。

　例えば，テレビコマーシャルの映像言語について記載

したある受講者は，学校で「私のイチオシ文房具」の

テーマで3分間のプレゼンを実践しており，その実践で

生徒が作成するデザインとして。ショット数テロップ

の色背景，ストーリー作りなど今回学んだことを生か

した学習計画を記載していた。

4．考　察

　本実践では，現職教員がメディア・リテラシーの学習

を行うことにより，教員のICT活用指導力の18項目のう

ち6項目が増加した。2013年度の実践よりも増加する項

目が減少したことは，項目の尺度及び多くの回数の調査

であることが考えられた。今後新しいICT活用指導力に

応じた新しい尺度が開発されて測定が行われる。しかし

OECD（2015）の調査結果からはICT利用と学力はノン

リニアの相関があり，利用するほど学力が下がることが

指摘されている。この問題をどのように解決していくか

がこれからの課題である。
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